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研究成果の概要（和文）： 

北米、北欧、オーストラリアを中心に、先住民をめぐる異化と同化について、先住民が宗主国

の主流社会とどのように異化を表象しているかを追究した。生業活動、世界観、文学、博物館

展示を対象とした調査成果に基づいて、異化の方法とそのダイナミズムを提示した。さらに、

先住民集団同士、そして同一の先住民集団の中で生じている異化の力学についても成果を挙げ

ることができた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We investigated how indigenous people of North America, North Europe and Australia 

dissimilate themselves from the mainstream society of the suzerain state. Based upon 

investigation results of subsistence activities, world view, literature and museum 

displays, we indicated the methods dynamism of dissimilation. Moreover, we investigated 

the dynamics of dissimilation occurring among indigenous people groups as well as within 

an indigenous. 
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１．研究開始当初の背景 
 今日、先住民族をはじめ、様々な社会集団

の社会・文化の多様性を維持することの重要

性が広く認められている。しかし、その一方

で、国家や国際社会の意志決定の具体的な場

においては、その多様性を維持しつつも、多

様な社会集団の間にコンセンサスをいかに形

成するかということが大きな問題となってい
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る (Ken Coates, A Global History of 

Indigenous Peoples; Struggle and Survival, 

Macmillan, 2004)。多文化主義を掲げる国家

の意思決定の場はもちろんのこと、クジラを

はじめとする絶滅危惧種の保護や環境管理、

環境開発などの意志決定の場では、具体的な

意志決定のためにコンセンサスを形成するこ

とは避けて通れない課題である。多様性の中

のコンセンサスを実現するにはどうすればよ

いのかという課題は、国際社会や国家のレベ

ルから、地域開発や地域的な環境管理の現場

などの地域のレベルにいたるまで、あらゆる

レベルにおいて共通に追い求められている課

題である。 

 こうした多様性の中でのコンセンサスの

形成という問題がもっとも顕著なかたちで

現れている領域の一つが、国家の中の先住民

族と主流社会が国家制度をめぐって展開し

てきた先住民族の広い意味での同化と異化

の力学である。先住民族を同化するのか、異

化するのかは、16 世紀からはじまり、19 世

紀から 20 世紀前半にかけて絶頂に達した列

強による植民地支配では、支配か抵抗かをめ

ぐって国家側からも先住民族側からも必ず

問題となった。植民地の現実はこの 2つの力

のせめぎ合いであったと言っても過言では

ない(スチュアート ヘンリ, 「先住民年の 10

年をふりかえって：協調と紛争」文化人類学

研究 5:2-13, 早稲田大学文化人類学会, 

2004)。さらに、1970 年代以後に急速に進展

した先住民運動によって先住民族に対する

認知が 1990 年代の「国際先住民の 10 年」と

して実り、先住民族の権利をめぐる課題が国

連の人権理事会で議論されている今日にお

いては、先住民族と国家の関係をめぐる同化

と異化の課題は、開発、国家統合、国際合意

など、多様性の中のコンセンサスの形成が重

要となるあらゆる領域で課題となっている

(Sille Stidsen, The Indigenous World 2006, 

IWGIA, 2006)。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、国民国家と先住民族の関係に

ついて、国家の主流社会に対する先住民族社

会の広い意味での同化（主流社会の経済や文

化への先住民諸社会の埋没や統合）と、広い

意味での異化（先住諸民族による社会と文化

の独自性の主張）の歴史と現状を焦点に調査

し研究する。その目的は、先住民族の社会・

文化の多様性を維持しつつ、国家や国際社会

としてのコンセンサス（意志決定にかかわる

多様な社会集団の合意）を形成し維持してゆ

くための理論と方法について考察すること

である。 

 

３．研究の方法 

国家や国際社会の意志決定の具体的な場

において、先住民族をはじめ、様々な社会集

団の社会・文化の多様性を維持しつつも、そ

れら多様な社会集団の間にコンセンサスを

いかに形成するべきかを明らかにするため

に、多文化主義を掲げる国家の意思決定の場、

クジラをはじめとする絶滅危惧種の保護や

環境管理の場、環境開発などの意志決定の場

など、国際社会や国家のレベルから、地域開

発や地域的な環境管理の現場などにおける

地域のレベルにいたるまで、あらゆるレベル

において、共通課題を設定したうえでフィー

ルド調査とインタビュー調査を行った。 

 

４．研究成果 

先住民族と国家の関係をめぐる同化と異

化の力学に焦点をあて、その歴史と現状を調

査研究することによって、多様性の中のコン

センサスを形成するという課題についての

理論構築に貢献するとともに、そのための具

体的な方策を模索した。研究対象とした国家

の中の先住民族と主流社会の関係の中でも、

多様性の中でのコンセンサスという課題が

もっとも顕著なかたちで現れている。たとえ

ば、カナダのメイティおよびヌナブト準州の

イヌイト、アラスカ州のイヌピアトが行なっ

ている捕鯨活動、メキシコ政府の施策が先住

民へ及ぼす影響、中国の少数民族政策、聖地

の観光と開発をめぐり先住民族と国家の関

係が緊迫しているオーストラリア、気候変動

の影響による資源開発問題で揺れているグ

リーンランド、カナダ・オーストラリア・ニ

ュージーランド、米国という諸国（CANZUS）

の先住民政策とは異なる北欧 3カ国のサーミ

を対象に実地調査、そして北米先住民が自ら

行なう文筆活動の文献調査を行なった。 

それぞれ歴史的背景、現在の状況は異なる

ものの、先住民族の異化と同化をめぐる課題

が今現在、それぞれの地域の政治・経済・社

会的な力学の中で、急速な展開をみている地

域である。この研究では、こうした地域の先

住民族をめぐる異化と同化のせめぎ合いに



 

 

ついて以下のアプローチから調査、検討して

多様性の中でのコンセンサス形成の問題を

浮かび上がらせた。 
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